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総合問題 1
 データベースファイル「総合問題1.accdb」を開きましょう。

※《ドキュメント》または《マイドキュメント》→「Access2007ビジネス活用編」→「総合問題1」から開きます。

※《セキュリティの警告》メッセージバーの《オプション》をクリックし、《このコンテンツを有効にする》を にして
おきましょう。

●既存のオブジェクト
あらかじめ作成されているオブジェクトを開き、内容を確認しておきましょう。

オブジェクトの種類 オブジェクト名

テーブル T学生マスター、T学部マスター

クエリ Q学生マスター

フォーム Fメインメニュー、F学生マスター、F学生マスター印刷、F学生マスター抽出、
F学部マスター

マクロ Mメインメニュー、M学生マスター印刷、M学生マスター抽出

●メニュー遷移
Exercise1～8を通して作成するデータベースのメニュー遷移を確認しましょう。

メインメニューを閉じる

学生マスターの登録画面を表示する

学部マスターの登録画面を表示する

学生マスターの印刷メニューを表示する

学生マスターの抽出画面を表示する

ラベルを印刷する

学生マスター
（学生番号順）を
印刷する
学生マスター
（五十音順）を
印刷する
学部別学生
マスターを
印刷するメインメニューへ

戻る
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解答は巻末に記載しています。
1
フォーム「F学生マスター抽出」に条件入力用のコントロールを作成しましょう。

条件入力用のテキストボックスを配置する 条件選択用のコンボボックスを配置する

① フォーム「F学生マスター抽出」をデザインビューで開きましょう。

②《フォームヘッダー》セクションの「学生番号」ラベルの下に、条件入力用のテキストボック
スを次のように作成しましょう。ラベルは削除します。

名前 ： 条件1

③《フォームヘッダー》セクションの「学部コード」ラベルの下の「条件5」テキストボックスをコ
ンボボックスに変更し、次のように設定しましょう。

値集合タイプ ： テーブル/クエリ
値集合ソース ： T学部マスター
列数 ： 2
列幅 ： 1cm;2cm
リスト幅 ： 3cm

※ フォームビューに切り替え、「条件1」テキストボックスに文字列が入力できること、「条件5」コンボボックスが
一覧から選択できることを確認しておきましょう。

※フォーム「F学生マスター抽出」を上書き保存し、閉じておきましょう。
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解答は巻末に記載しています。
2
フォーム「F学生マスター抽出」の各コマンドボタンをクリックしたら、条件に合うレコードを抽
出したり、フィールドを基準に並べ替えたりするマクロ「M学生マスター抽出」を作成しましょう。

すべての条件をクリアしてすべてのレコードを表示する条件に合うレコードだけを抽出する

学生番号順に
並べ替える

学年順に
並べ替える

五十音順に
並べ替える

① 次の条件でレコードが抽出されるように、クエリ「Q学生マスター」をもとにクエリ「Q学生
マスター抽出」を作成しましょう。
※ フォーム「F学生マスター抽出」の《フォームヘッダー》セクションの各ラベルの下にあるテキストボックスとコ
ンボボックスには、左から「条件1」から「条件7」までの名前が設定されています。

「条件1」テキストボックスに入力されている文字列で始まる「学生番号」
「条件2」テキストボックスに入力されている文字列を含む「学生名」
「条件3」テキストボックスに入力されている文字列を含む「住所」
「条件4」テキストボックスに入力されている文字列で始まる「電話番号」
「条件5」コンボボックスに入力されている文字列で始まる「学部コード」
「条件6」テキストボックスに入力されている文字列を含む「学部名」
「条件7」テキストボックスに入力されている文字列で始まる「学年」

※クエリ「Q学生マスター抽出」を閉じておきましょう。

② フォーム「F学生マスター抽出」で入力する条件に合うレコードだけを抽出するマクロを作
成しましょう。マクロ「M学生マスター抽出」に追加します。

マクロ名 アクション アクションの引数

抽出実行 フィルタの実行 フィルタ名 Q学生マスター抽出

再クエリ － －
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③ フォーム「F学生マスター抽出」で入力されているすべての条件をクリアにし、すべてのレ
コードを表示するマクロを作成しましょう。マクロ「M学生マスター抽出」に追加します。

マクロ名 アクション アクションの引数

抽出リセット 値の代入 アイテム 条件1

式 Null

値の代入 アイテム 条件2

式 Null

値の代入 アイテム 条件3

式 Null

値の代入 アイテム 条件4

式 Null

値の代入 アイテム 条件5

式 Null

値の代入 アイテム 条件6

式 Null

値の代入 アイテム 条件7

式 Null

全レコードの表示 － －

④ フォーム「F学生マスター抽出」で「フリガナ」テキストボックスにフォーカスを移動し、昇順に
レコードを並べ替えるマクロを作成しましょう。マクロ「M学生マスター抽出」に追加します。

マクロ名 アクション アクションの引数

五十音順 コントロールの移動 コントロール名 フリガナ

コマンドの実行 コマンド 昇順で並べ替え

⑤ フォーム「F学生マスター抽出」で「学年」テキストボックスにフォーカスを移動し、降順にレ
コードを並べ替えるマクロを作成しましょう。マクロ「M学生マスター抽出」に追加します。

マクロ名 アクション アクションの引数

学年順 コントロールの移動 コントロール名 学年

コマンドの実行 コマンド 降順で並べ替え

⑥ フォーム「F学生マスター抽出」で「学生番号」テキストボックスにフォーカスを移動し、昇順に
レコードを並べ替えるマクロを作成しましょう。マクロ「M学生マスター抽出」に追加します。

マクロ名 アクション アクションの引数

学生番号順 コントロールの移動 コントロール名 学生番号

コマンドの実行 コマンド 昇順で並べ替え

※マクロ「M学生マスター抽出」を上書き保存し、閉じておきましょう。

⑦ フォーム「F学生マスター抽出」をデザインビューで開きましょう。

⑧ 作成したマクロを「抽出実行」コマンドボタンに次のように割り当てましょう。

クリック時 ： M学生マスター抽出．抽出実行
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⑨ 作成したマクロを「抽出リセット」コマンドボタンに次のように割り当てましょう。

クリック時 ： M学生マスター抽出．抽出リセット

⑩ 作成したマクロを「五十音順」コマンドボタンに次のように割り当てましょう。

クリック時 ： M学生マスター抽出．五十音順

⑪ 作成したマクロを「学年順」コマンドボタンに次のように割り当てましょう。

クリック時 ： M学生マスター抽出．学年順

⑫ 作成したマクロを「学生番号順」コマンドボタンに次のように割り当てましょう。

クリック時 ： M学生マスター抽出．学生番号順

※フォームビューに切り替え、マクロが正しく動作することを確認しておきましょう。

※フォーム「F学生マスター抽出」を上書き保存し、閉じておきましょう。

解答は巻末に記載しています。
3
「学生番号順」にレコードを並べ替えて印刷するレポート「R学生マスター（学生番号順）」を
作成しましょう。
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① レポートウィザードを使って、レポートを作成しましょう。次のように設定し、それ以外は既
定のままとします。

もとになるクエリ ： Q学生マスター
選択するフィールド ： すべてのフィールド
データの表示方法 ： byT学生マスター
並べ替え ： 「学生番号」フィールドを昇順
レイアウト ： 表形式
印刷の向き ： 縦
スタイル ： トラベル
レポート名 ： R学生マスター（学生番号順）

※レポート「R学生マスター（学生番号順）」を閉じておきましょう。

② レポート「R学生マスター（学生番号順）」をデザインビューで開きましょう。

③《レポートヘッダー》セクションの「R学生マスター（学生番号順）」ラベルを次のように設定
しましょう。

標題 ： 学生マスター（学生番号順）

④《レポートヘッダー》セクションを次のように設定しましょう。

高さの自動調整 ：いいえ
高さ ：1.7cm

⑤《ページヘッダー》セクションの「フリガナ」ラベルと「建物名」ラベルを削除しましょう。

⑥《ページヘッダー》セクションのラベルの下に直線を配置し、次のように設定しましょう。

線の太さ ： 2ポイント
線の色 ： ハイライト

⑦ 完成図を参考に、各コントロールのサイズと位置を調整しましょう。

⑧《ページヘッダー》セクションの「生年月日」ラベルと、《詳細》セクションの「生年月日」テキ
ストボックスを次のように設定しましょう。

文字列を左に揃える

⑨ レポートの領域サイズを次のように設定しましょう。

幅 ： 19.5cm

※印刷プレビューに切り替え、結果を確認しておきましょう。

※レポート「R学生マスター（学生番号順）」を上書き保存し、閉じておきましょう。
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解答は巻末に記載しています。
4
「五十音順」にレコードを並べ替えて印刷するレポート「R学生マスター（五十音順）」を作成し
ましょう。

① レポート「R学生マスター（学生番号順）」をコピーして、レポート「R学生マスター（五十音
順）」を作成しましょう。

② レポート「R学生マスター（五十音順）」をレイアウトビューで開きましょう。

③「学生番号順」の昇順から「フリガナ」の昇順に並べ替えを変更しましょう。

④ レポートを次のように設定しましょう。

標題 ： R学生マスター（五十音順）

⑤《レポートヘッダー》セクションの「学生マスター（学生番号順）」ラベルを次のように設定し
ましょう。

標題 ： 学生マスター（五十音順）

※印刷プレビューに切り替え、結果を確認しておきましょう。

※レポート「R学生マスター（五十音順）」を上書き保存し、閉じておきましょう。
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解答は巻末に記載しています。
5
「学部コード」ごとにレコードをグループ化して印刷するレポート「R学部別学生マスター」を
作成しましょう。

① レポートウィザードを使って、レポートを作成しましょう。次のように設定し、それ以外は既
定のままとします。

もとになるクエリ ： Q学生マスター
選択するフィールド ： すべてのフィールド
データの表示方法 ： byT学生マスター
グループレベル ： 学部コード
並べ替え ： 「学生番号」フィールドを昇順
レイアウト ： ステップ
印刷の向き ： 縦
スタイル ： トラベル
レポート名 ： R学部別学生マスター

※レポート「R学部別学生マスター」を閉じておきましょう。

② レポート「R学部別学生マスター」をデザインビューで開きましょう。
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③《学部コードフッター》セクションを表示し、次のようにグループ内の学生数を表示するテ
キストボックスとラベルを追加しましょう。
テキストボックス

名前 ： 学生数
コントロールソース ： =Count（学生番号）

ラベル

名前 ： 学生数ラベル
標題 ： 学生数

④《レポートヘッダー》セクションの「R学部別学生マスター」ラベルを次のように設定しま
しょう。

標題 ： 学部別学生マスター

⑤《ページヘッダー》セクションの「フリガナ」ラベルと「建物名」ラベルを削除しましょう。

⑥《ページヘッダー》セクションのラベルの下に直線を配置し、次のように設定しましょう。

線の太さ ： 2ポイント
線の色 ： ハイライト

⑦《詳細》セクションの「学部名」テキストボックスを《学部コードヘッダー》セクションに移動
しましょう。

⑧《学部コードフッター》セクションのラベルとテキストボックスの下に直線を配置し、次のよ
うに設定しましょう。

線の太さ ： 2ポイント
線の色 ： 境界線/枠線

⑨《ページヘッダー》セクションの「学部コード」ラベルと「学部名」ラベルを次のように設定し
ましょう。

塗りつぶし/背景の色 ： ハイライト

⑩《学部コードヘッダー》セクションの「学部コード」テキストボックスと「学部名」テキストボッ
クス、《学部コードフッター》セクションの「学生数」ラベルと「学生数」テキストボックスを次
のように設定しましょう。

フォントサイズ ： 12
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⑪ 完成図を参考に、各コントロールのサイズと位置を調整しましょう。

⑫《ページヘッダー》セクションの「生年月日」ラベルと、《詳細》セクションの「生年月日」テキ
ストボックスを次のように設定しましょう。

文字列を左に揃える

⑬ レポートの領域サイズを次のように設定しましょう。

幅 ： 19.5cm

※印刷プレビューに切り替え、結果を確認しておきましょう。

※レポート「R学部別学生マスター」を上書き保存し、閉じておきましょう。

解答は巻末に記載しています。
6
宛名ラベルとしてレコードを印刷するレポート「Rラベル」を作成しましょう。

① 宛名ラベルウィザードを使って、レポートを作成しましょう。次のように設定し、それ以外は
既定のままとします。

もとになるテーブル ： T学生マスター
ラベルのメーカー ： Kokuyo
ラベルの製品番号 ： タイ-2161N-w
フォント名 ： MS Pゴシック
フォントサイズ ： 10
ラベルのレイアウト ： （1行目）　｛郵便番号｝
  （2行目）　｛住所｝
  （3行目）　｛建物名｝
  （5行目）　□□□□□□□□｛学生名｝□様
レポート名 ： Rラベル

※□は全角スペースを入力します。

※結果を確認しておきましょう。

※レポート「Rラベル」を閉じておきましょう。
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解答は巻末に記載しています。
7
フォーム「F学生マスター印刷」の各コマンドボタンをクリックしたら、各レポートを印刷プレ
ビューで開くマクロ「M学生マスター印刷」を作成しましょう。

レポート「R学生マスター
（学生番号順）」を印刷する

レポート「R学部別学生
マスター」を印刷する

レポート「R学生マスター
（五十音順）」を印刷する

レポート「Rラベル」を印刷する

① レポート「R学生マスター（学生番号順）」を印刷プレビューで開くマクロを作成しましょう。
マクロ「M学生マスター印刷」に追加します。

マクロ名 アクション アクションの引数

学生マスター（学生番号順）の印刷 レポートを開く レポート名 R学生マスター（学生番号順）

ビュー 印刷プレビュー

② レポート「R学生マスター（五十音順）」を印刷プレビューで開くマクロを作成しましょう。マ
クロ「M学生マスター印刷」に追加します。

マクロ名 アクション アクションの引数

学生マスター（五十音順）の印刷 レポートを開く レポート名 R学生マスター（五十音順）

ビュー 印刷プレビュー

③ レポート「R学部別学生マスター」を印刷プレビューで開くマクロを作成しましょう。マクロ
「M学生マスター印刷」に追加します。

マクロ名 アクション アクションの引数

学部別学生マスターの印刷 レポートを開く レポート名 R学部別学生マスター

ビュー 印刷プレビュー

④ レポート「Rラベル」を印刷プレビューで開くマクロを作成しましょう。マクロ「M学生マス
ター印刷」に追加します。

マクロ名 アクション アクションの引数

ラベル印刷 レポートを開く レポート名 Rラベル

ビュー 印刷プレビュー

※マクロ「M学生マスター印刷」を上書き保存し、閉じておきましょう。

⑤フォーム「F学生マスター印刷」をデザインビューで開きましょう。
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⑥ 作成したマクロを「学生マスター（学生番号順）の印刷」コマンドボタンに次のように割り
当てましょう。

クリック時 ： M学生マスター印刷．学生マスター（学生番号順）の印刷

⑦ 作成したマクロを「学生マスター（五十音順）の印刷」コマンドボタンに次のように割り当
てましょう。

クリック時 ： M学生マスター印刷．学生マスター（五十音順）の印刷

⑧ 作成したマクロを「学部別学生マスターの印刷」コマンドボタンに次のように割り当てま
しょう。

クリック時 ： M学生マスター印刷．学部別学生マスターの印刷

⑨ 作成したマクロを「ラベル印刷」コマンドボタンに次のように割り当てましょう。

クリック時 ： M学生マスター印刷．ラベル印刷

※フォームビューに切り替え、マクロが正しく動作することを確認しておきましょう。

※フォーム「F学生マスター印刷」を上書き保存し、閉じておきましょう。

解答は巻末に記載しています。
8
データベースファイルを開いた直後にナビゲーションウィンドウを最小化し、フォーム「Fメイン
メニュー」が開くマクロ「AutoExec」を作成しましょう。

① ナビゲーションウィンドウを最小化し、フォーム「Fメインメニュー」を開くマクロ
「AutoExec」を作成しましょう。

アクション アクションの引数

最小化 － －

フォームを開く フォーム名 Fメインメニュー

ビュー フォームビュー

② データベースを一旦閉じ、その後開いてマクロが正しく動作することを確認しましょう。

※完成したデータベースのメニュー遷移を確認しておきましょう。

※データベースファイル「総合問題1.accdb」を閉じておきましょう。
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